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1、 講師紹介

１９８２年東京大学文学部イスラム学科卒　１９８８年～９０年在エジプト日本国大使館専門調査員　１９６０年代にアジア・アフリカで多数の独立国が生まれ、国連内でも高い比重を有してきた。日本政府はそれらの国々の言語・文化・歴史などを調査研究する研究所を東京外大内に設置している。それが講師の現勤務先である。講師はイスラーム原理主義と現代中東政治を主に研究している。

2、 テーマ

　イスラーム系の過激テロが世界的な問題になっている。その発生の原因をイスラーム思想の核心から分析し、今後の見通しをお話いただいた。

3、 イスラームとは何か

1、 神の意志（命令）

　預言者を通して伝えられた神の意志・命令に服従すれば報酬が約束される。個人には来世で永遠の天国が約束され、社会的には、現世で共同体が繁栄すると約束される。命令に従わなかった場合には、来世で地獄、現世で没落が待っている。これが、もともとイスラーム信仰の基本にあった考え方である。
2、 イスラームと政治

政治が法を生み出すのではなく、イスラーム法が政治を要請する。神の命令には、道徳規範以外に、刑罰規定などの法規範も含まれている。この法規範による支配を実現するためには、何らかの政治機構が不可欠であり、イスラーム国家体制が要請されている、と古くから考えられてきた。

3、 西洋法の採用

日本が不平等条約改正のために憲法を制定したのと同じような事情から、１９世紀以降、イスラーム諸国の大半は西洋法を導入している。古典的なイスラーム刑法を実施している国は、サウジアラビア、イラン、スーダン、パキスタンの４カ国に限られる。多くの国で現実的な政教分離政策が進められた。西洋起源の民主主義とイスラーム国家体制を融和させる試みも進められた。

４、　イスラームの没落

1、 中世の繁栄と近代の没落

ヨーロッパが暗黒の未開地であった中世には、世界的な大帝国となったオスマン帝国に代表されるイスラーム教徒の国々が政治的、科学的、文化的に繁栄を極めていた。しかし、１９世紀以降キリスト教徒の西洋に遅れをとり、西洋諸国の植民地になってしまった。

2、 没落理由

　下記のような各種の解釈が生まれ、それぞれに応じた対策を取るべしという主張が生まれた。

Ａ、時代に合わなくなったイスラームにこだわり、近代化に遅れたから没落した。この解釈から政教分離志向のナショナリズムが生まれる。

Ｂ、理性と科学の精神を重んずる本来のイスラームを忘れたから没落した。この解釈から理性や科学とイスラームの共存を説くモダニズムが生まれる。

Ｃ、西洋にかぶれるなどして、イスラーム法をないがしろにし、神の命令に服従しなかった結果、天罰により没落した。このような堕落からの脱却を目指して、イスラーム原理主義が生まれる。

5、 イスラーム原理主義の政治思想

①　主義の狙い

イスラーム教草創期こそ理想社会である。イスラーム法が完全に適用されていた最初期の政治体制を現代に復活させようという考えである。この考えは多くのムスリムに支持されているが、目的を実現するために本当に行動するのは全体の２～３割の人たちだけで、彼らを「原理主義者」と呼んでいる。目的を実現するための方法をめぐって、次の２派の考えがある。

2 、過激派　－　少数派、反政府武装闘争派

イスラーム法を施行しない為政者を背教者と決め付け、背教者＝死刑の法規則に基づいて暗殺やクーデターを試みる。もともとは、独裁政権による弾圧に対応する過程で生まれた。エジプトのジハード団などが代表格だが、イラクでシーア派へのテロを行っているサウジアラビアの一部ワッハーブ派も、同じイスラーム教徒（この場合はシーア派）を一方的に背教者と決め付ける点で、このカテゴリーに入る。

③、穏健派　－　多数派、中東諸国の大半の宗教指導者

　他人の心の中はわからないのだから、勝手に他人を背教者と断定してはいけない、と考えるため、原則として、ムスリム同胞の殺害を違法と見て、反政府武装闘争は行わない。ただし、「イスラームの（支配）地」への侵略者（イスラエルや米国など）に対するジハード（テロ）は義務と考える。ハマース、ヒズボラ、ウサマ・ビンラーディンや中東諸国の大半の宗教指導者等である。

６、　　「世俗主義」国家 トルコの政教分離思想

預言者ムハンマドの国家は一般に国家の柱と考えられる多くのものを欠く不完全国家であったうえに、預言者は自分の死後の政体に関して何ら規定を残さなかった。こうした点を考えれば、イスラームが政治に関わることはもともと神の本意ではなかったのではないか。神の意思で政治に関わったのであれば、預言者国家が不完全国家であるはずがない。このように考えた結果、トルコは政教分離こそ真のイスラームの教えであると主張し、実行している。独自の「世俗主義」を採り、基本的に西欧型の三権分立が尊重されている。

７、　　古典イスラーム法学におけるジハード論

①、　ジハードとは

不信仰者との戦い、および、不信仰者を撃退するために生命、財産、言論を捧げること。もともとは努力の意。
②、　その種類
Ａ、イスラーム法が支配する法治国家の樹立と拡張を目的とした戦争。成人ムスリム男子のジハード参加が推奨される。１９２４年にトルコがカリフを廃止した結果、このジハードの指揮者は消滅したので、現在は実施できない。これを行おうとすれば、指揮者であるカリフを新たに選出する必要がある。

Ｂ、異教徒の攻撃、侵入に対する防衛戦争。成人男子の義務とされており、これが、イスラエル、米、露、中、印、比へのテロを正当化する論理になっている。

③、現代におけるジハード論の復活・普及

防衛戦争としてのジハードは、防衛すべき「イスラームの（支配）地」の枠組みを意識させることで、１９７０年代以降、一般ムスリムの同胞意識を著しく強化してきた。

１９７３年。　第４次中東戦争でサダト・エジプト大統領がジハード宣伝をし、これ以後、対イスラエル戦争を正当化する論理が、それまで主流だったＰＬОファタハ型の反帝国主義闘争から、異教徒の侵略者に対するイスラームの戦いへと移行した。　

１９７９年。　ソ連軍がアフガニスタンに侵攻した時、西側諸国はパキスタンを拠点にソ連軍へのジハードを奨励・支援した。このジハードの結果、アルカーイダ、ターリバーンが生まれ、発展した。

１９８２年。　イスラエル軍のレバノン侵攻に対し、ヒズボラがジハードを開始。後にハマースも加わった。

１９９１年。　湾岸戦争に際してフセイン・イラク大統領は、ジハードを宣言した。

２００３年。　スンナ派教学の最高峰アズハル機構の総長がイラク侵略軍へのジハードを呼びかけた。

8、 　ムスリム青年が反米テロリストになる理由

　次のような理由により、普通のムスリム青年が、同胞虐殺阻止のために戦闘を始めている。青年達は、その目的の為ならイスラーム法とは無関係に、出来る事は何でもしかねない危険性を有している。

①、　　テレビ画面

若者はテレビ画面に映されたボスニア、カシミール、パレスチナの光景を見て、イスラーム教徒が世界各地で追い詰められ、虐殺されていると確信する。宗教的情熱に駆られた彼らは、地元のモスクやインターネット上でイスラーム防衛の誓いを立てる。そして、ジハードの現地に参加する。

2 、　西側の戦争屋

｢戦争屋の西側がイスラーム世界を辱め、分裂させ、支配しようとしている｣という知覚は、相対的貧困や政府による抑圧と同じように、ムスリムの暴力の根本的原因である。彼等は彼等の社会、文化、宗教、生活様式が生き残るための最後の戦いをしていると信じている。自衛行動なら、他の状況では認められないような、あらゆる戦術の使用も正当化されると理解している。

③、　善と悪の普遍的戦い

世界では善と悪の普遍的戦いが進行している。イスラームと、その教えである善行と正義を実践するムスリム達は絶望的危機の中にある。そう訴えることで、ビンラーディンは成功してきた。

９、　　主要紛争地域の現状と今後

①、イラク

　治安の悪化により、２００万人以上が隣国に脱出、２００万人が国内難民化している。スンナ派、シーア派の武装勢力、反米・反シーア派のスンナ派外国人部隊が入り乱れ、治安回復の見込みはない。米軍が撤退すれば、サウジアラビア・エジプト・ヨルダンなどとイランとの間の代理戦争になる危険もある。

2 、アフガニスタン

　南部を中心にターリバーンが勢力を回復、各地の軍閥も復活。中央政府の支配地は縮小している。NＡＴО駐留軍も南部ではお手上げの状態。今後に明るい見通しはない。
3 、　パレスチナ

２００１年１月以降中東和平プロセスは、ほぼ完全に停止中である。分離壁により、良い土地の大部分はイスラエルのものとなっている。難民も救われない。交渉を進めてもイスラエルにメリットがない。テロが起これば「パレスチナは指導者が代わっても全くテロ対策を講じていない」とイスラエルが非難して、和平交渉がストップする悪循環。現状では近い将来の解決見込みはない。　

米国大統領選挙時にキャステングボートを握る重要選挙区フロリダ州で、ユダヤ人票が重要な位置を占めているなどの要因もあり、米国はイスラエル支援政策を変更できない。

１０、　　ライターの感想　

イスラームの普通の青年が同胞虐殺阻止に積極的に立ち上がり、ジハードに参加しているのを見ると、太平洋戦争時代の神風特攻隊や私達が抱いた鬼畜米英思想を思い出し、胸が痛む。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　　－　　榎本）　　　　　　　　　　　　　

